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第１章 計画概要 
 

１－１ 計画概要 

（１）景観法とは 

景観法とは、平成 16 年に制定された、我が国で初めての景観に関する総合的な法律

です。 

地域住民の意向を踏まえ、その地域が持つ良好な景観を保全･形成し、住みやすいまち

づくりを進めていくことを目的としています。 

 

（２）景観計画とは 

景観計画とは、景観法でいうところの、景観行政団体が景観行政を進めるための基本計

画です。 

長野原町（以下｢本町｣という。）における総合的な景観形成をはかることを目的として

策定するものであり、本町の景観施策を実現していくための基本的方向を示すマスタープ

ランとして位置づけます。 

 

（３）計画策定の目的 

長野原町景観計画（以下｢景観計画｣という。）は、本町の美しく魅力ある景観を保全・

整備し、後世に継承するとともに、これらを生かした地域の活性化や交流の促進など、

総合的なまちづくりを推進するために定めるものです。 

 

（４）根拠法 

「景観法（平成十六年六月十八日法律第百十号」に基づく。 
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１－２ 景観計画区域 

対象地域は、「長野原町」全域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観計画区域 
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勢） 
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ています。
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13.2%

人口構成比の

1,617

1,341

1,160

1,086

945

802

275,225

16,803,444

15歳未満

―

成比の推移を

加しています

昭和 60 年に

群馬県、全国

総務省） 

 

20%

の推移 

15 歳未満

(22.9%）

（19.5%）

（16.5%）

（15.7%）

（14.4%）

（13.3%）

（13.8%） 1

（13.2%） 81

満

― 10 ―

をみると、平

す。 

に比べ半減し

国と比べる

40%

6

63.1

62.6%

61.4%

60.7%

58.0%

62.7%

63.8%

15 歳

4,428 （62

4,342 （63

4,389 （62

4,262 （61

3,984 （60

3,489 （58

,251,608 （62

,031,800 （63

15歳～64歳

― 

平成 22 年に

し、少子高齢

と、本町は

60%

62.7%

1%

歳～64 歳

2.7%）

3.1%）

2.6%）

1.4%）

0.7%）

8.0%）

2.7%） 47

3.8%） 29,24

における 65

齢化の傾向が

、65 歳以上

80%

2

2

24

28.7

23

2

65 歳以上

1,018 （14.4%

1,195 （17.4%

1,468 （20.9%

1,591 （22.9%

1,634 （24.9%

1,726 （28.7%

0,520 （23.5%

45,685 （23.0%

65歳以上

5 歳以上は

がうかがえま

上の割合が

100%

14.4%

17.4%

20.9%

2.9%

4.9%

7%

3.5%

3.0%

上 

総人口

%） 7,0

%） 6,8

%） 7,0

%） 6,9

%） 6,5

%） 6,0

%） 1,997,3

%） 127,080,9

は、昭和

ます。 

が少し高

口

063

878

017

939

563

017

353

929



 

 

平

少し

ま

産業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料

 

産

４ 

昭

平

平

平

平

平

平

産業別動向

平成 22 年に

しているが、

また、平成 2

業の割合が低

料：「国勢調査」

 

0

昭和60年

平成 2年

平成 7年

平成12年

平成17年

平成22年

群馬県

産業別就業者

和 60 年

成 2 年

成 7 年

成 12 年

成 17 年

成 22 年

成 22 年 （群馬

向 

における第 1

第 3 次産業

22 年におい

低いことがわ

（平成 22 年、総

0%

22.9%

18.7%

16.7%

14.9%

15.2%

15.5%

5.6%

者数の推移 

8

6

6

5

5

4

馬県） 51,8

第

―

1 次産業と第

業は、ほぼ変

いて、群馬県

わかります。

総務省） 

 

20%

19.6%

19.3%

21.4%

18.9%

15.9%

14.8%

31.8%

第 1 次産業

851 (22.9)

688 (18.7)

654 (16.7)

566 (14.9)

527 (15.2)

485 (15.5)

801 (5.6)

第1次産業

― 11 ―

第 2 次産業

変わらない

県と比較する

 

40%

%

第 2

728

711

840

718

551

462

297,640

第2次

― 

業の人口は、昭

状況です。

ると、第 1 次

60%

5

62.0

61.9

66.2%

68.9%

69.7%

62.6

2 次産業 

(19.6)

(19.3)

(21.4)

(18.9)

(15.9)

(14.8)

(31.8) 5

次産業

昭和 60 年

 

次産業の割合

80%

7.5%

0%

9%

%

6%

第 3 次産

2,136 (57

2,288 (62

2,432 (61

2,521 (66

2,390 (68

2,184 (69

585,636 (62

第3次産業

単

に比べ約半

合が高く、第

100%

業 

合計

7.5) 3,7

2.0) 3,6

1.9) 3,9

6.2) 3,8

8.9) 3,4

9.7) 3,1

2.6) 935,0

業

位：人、（）内は

半数に減

第 2 次

計

15

87

26

805

468

31

077

は％



 

 

市

みる

一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料

 

 

 

 

産

平成1

平成1

平成1

平成2

平成2

平成1

平成1

平成1

平成2

平成2

市町村内総生

ると、「サー

一方、「農業」

：「市町村別総生

産業別生産

単位

市町村
総生産

17年度 29

(1

18年度 30

(1

19年度 29

(1

20年度 27

(1

21年度 26

(1

17年度 1,899

(6.4)

18年度 2,086

(6.9)

19年度 1,915

(6.6)

20年度 1,799

(6.5)

21年度 1,788

(6.8)

1）
農林水産

生産額の推移

ビス業」が

」は総生産

生産分配所得」（

額の推移 

位：百万円、（）内は

村内
産計

生産業生産

9,541 22,

100.0) (7

0,322 23,

100.0) (7

9,177 23,3

100.0) (8

7,615 22,0

100.0) (7

6,479 21,5

100.0) (8

①農業 ②林業

1,841 4

) (6.2) (0

2,008 7

) (6.6) (0

1,865 4

) (6.4) (0

1,746 4

) (6.3) (0

1,739 4

) (6.6) (0

産業

―

移をみると、

最も高く、

額と同様に

（群馬県） 

 

は％

産計

746

77.0)

773

78.4)

368

80.1)

023

79.7)

585

81.5)

2）
鉱　

業 ③水産

49 9

0.2) (0.0)

71 7

0.2) (0.0)

44 6

0.2) (0.0)

47 5

0.2) (0.0)

43 6

0.2) (0.0)

― 12 ―

平成 18 年

構成比も 2

に平成 18 年

業
3）
生産業

4
建

59 912

(0.2) (3.1)

55 1,754

(0.2) (5.8)

41 1,639

(0.1) (5.6)

39 683

(0.1) (2.5)

30 511

(0.1) (1.9)

― 

年をピークに

20（％）を

年をピークに

4）
建設業

5）
電気・ガ
ス・水道
業

2,508 1,600

(8.5) (5.4)

2,651 1,694

(8.7) (5.6)

2,500 1,594

(8.6) (5.5)

2,360 1,572

(8.5) (5.7)

2,380 1,424

(9.0) (5.4)

に減少して

越えていま

に減少してい

6）
卸売・小
売業

7）
金融・
険業

1,871 9

) (6.3) (3

1,792 9

) (5.9) (3

1,714 8

) (5.9) (3

1,790 7

) (6.5) (2

1,793 7

) (6.8) (2

います。産

ます。 

います。 

単位：百万

保
8）
不動産
業

9）
運輸
信業

76 5,366 1

3.3) (18.2)

31 5,447 1

3.1) (18.0)

91 5,506 1

3.1) (18.9)

90 5,491 1

2.9) (19.9)

44 5,501 1

2.8) (20.8)

産業別に

万円、（）内は％

輸・通
業

10）
サービス
業

1,225 6,329

(4.1) (21.4)

1,188 6,176

(3.9) (20.4)

1,201 6,366

(4.1) (21.8)

1,210 6,289

(4.4) (22.8)

1,214 6,200

(4.6) (23.4)



 

 

農

販

減に

農

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料

 

 

 

 

農

５ 農業 

農家数は、経

販売農家数は

にとどまって

農家数の減少

：「世界農業セン

農家数（販売

600

700

800

昭

500

400

300

200

100

0

経年的に減少

は、昭和 60

ています。 

少に伴い、耕

ンサス」（平成 22

売農家、自給

昭和60年 平

452

245

697世帯

昭和60年

平成 2年

平成 7年

平成12年

平成17年

平成22年

―

少傾向にあり

0 年に比べて

耕作放棄地が

2 年、農林水産省

 

給的農家）の

平成2年 平

471

210

627世帯

5

販売農

農家人口  

（人）

2,985

2,546

2,144

1,893

1,625

― 13 ―

ります。 

て半数以下に

が増えること

省） 

の推移 

平成7年 平

338

338

527世帯

4

農家

農家世帯

販

（世帯）

697

627

527

484

443

396

― 

に減少してい

とが想定され

平成12年 平

282

202

484世帯

44

自給的農家

販売農家 自

（世帯）

452

417

338

282

216

177

いますが、

れます。 

平成17年 平

216

227

43世帯
39

給的農家

（世帯）

245

210

189

202

227

219

自給的農家

成22年

177

219

96世帯

家数は微



 

 

林

いま

ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料

 

 

 

保

存在

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林

保有

６ 林業 

林業就業者は

ます。それに

また、過疎化

：「国勢調査」（平

保有形態別に

在しています

 

資料：「

県

市

財

国　　

公
有
林

私　　

業就業者の

有形態別森林

30

25

20

15

10

5

0

は、昭和 60

により、森林

化や高齢化に

平成 22 年、総務

に森林面積を

す。人工林率

「長野原町森林整

県有林

市町村林

財産区有林

有　　林

有　　林

計

の推移 

林面積 

昭和60年

28人

―

0 年の２８人

林の維持管理

による林業就

務省） 

をみると、人

率は約 38（

整備（変更）計画

 

立木地

人口林

人工

702

303

387

0

2,310

3,702

平成2年 平

21人

― 14 ―

人をピークに

理に支障をき

就業者数の担

人工林が約 3

（％）になっ

画」（平成 24 年

天然林

工林率

(31.0) 1,55

(43.7) 38

(62.7) 22

0.0

(38.3) 3,63

(38.3) 5,79

平成7年 平成

14人

― 

に減少し、平

きたしている

担い手不足の

3,700（ha

っています。

年 4 月、長野原町

林 計

55 2,257

86 690

23 610

0 0

33 5,943

97 9,500

平成成12年

7人 7

平成 22 年

ることが想定

の問題もあ

a）、天然林が

 

町） 

その他

総

84

3

7

0

84

178

単位：ha、（）内

成17年 平成2

5人

人

には５人に

定されます

ります。 

が約 5,800

総面積

2,341

693

617

0

6,027

9,678

内は％

22年

人

になって

す。 

（ha）



 

 

林

てい

 

 

 

 

林

林道は、民有

います。 

林道の状況 

有林において

資料：「長野原

林道区分

国有林

民有林

―

て 30（km）

 
原町森林整備（変

路線数

-

9

― 15 ―

）存在して

変更）計画」（平

延長

（㎞）

-

30

― 

おり、林道

平成 24 年 4 月、

林道にかか
利用区域面積

（ha）

-

4,179

密度は 4.1

長野原町）

る
積

林道密度

（m/ha）

-

4.1

（ｍ/ha）

度

になっ



 

 

５

られ

す。

大

原湯

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料

７ 

土

平

土地利用現

５年間におけ

れます。主に

 

大字別に見る

湯地区、川原

料：「都市計画基

土地利用 

平成 24 年 

現況 

ける本町の土

に、代替地に

ると、すべて

原畑地区、応

基礎調査 D-1b

―

土地利用の変

における自然

ての大字で農

応桑地区で住

土地利用現況図

― 16 ―

変化をみると

然地から住宅

農地と農林漁

住宅用地が減

図」（平成 24 年

― 

と、八ッ場ダ

宅地への土地

漁業施設用地

減少していま

12 月、長野原町

ダム建設区域

地利用の変化

地が減少して

ます。 

町）

域周辺で変

化が多く見

ており、ま

変化が見

見られま

また、川



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料

 

料：「都市計画基

平成 19 年

基礎調査 D-1b

 

年 

―

土地利用現況図

― 17 ―

図」（平成 19 年、

― 

、長野原町）



 

平

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料

 

平成 24 年土

料：「都市計画基

土地利用現況

基礎調査 D-1b

―

況調査結果の

土地利用現況図

 

― 18 ―

の内、以下に

図」（平成 24 年

― 

に、特徴的な

12 月、長野原町

な地域の詳細

町） 

細図を示しします。 
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【平成 19 年から平成 24 年における大字別土地利用別面積差表】 

単位：ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「都市計画基礎調査 D-1a 土地利用現況調書」（平成 19 年、長野原町） 

資料：「都市計画基礎調査 D-1a 土地利用現況調書」（平成 24 年 12 月、長野原町） 

  

羽根尾 応桑 横壁 古森 川原湯 川原畑 大津 長野原 北軽井沢 与喜屋 林

田 -0.1 -1.2 -1.4 -0.5 -0.2 -0.6 -2.0 -1.0 0.0 -3.3 -3.8

畑 -1.1 2.9 -14.3 -3.1 -6.3 -6.4 -3.2 -1.5 3.9 -9.2 -25.1

山林 10.8 -138.0 -16.3 -293.1 -19.1 -63.2 -936.7 -151.5 -635.8 -342.3 -53.9

水面 -1.5 -28.2 -0.1 -0.2 -0.6 1.2 0.4 0.9 -79.5 1.0 -10.8

自然地 5.1 42.7 3.7 7.4 5.7 3.5 33.8 14.0 275.5 8.7 -1.8

住宅用地 2.0 -4.0 0.6 1.3 -1.5 -1.4 8.3 1.6 20.9 2.3 0.5

併用住宅用 -0.2 3.6 -0.1 0.0 0.2 0.0 0.8 0.7 7.3 0.4 -0.1

商業業務用地 0.2 -0.5 -0.7 1.7 -1.4 -0.2 1.2 1.2 13.7 -0.3 1.9

工業用地 0.1 -0.1 0.0 0.0 -0.2 0.0 -0.1 0.0 -0.1 0.2 0.1

公共公益施設用地 0.7 1.3 -0.2 -0.5 0.4 0.3 0.5 2.9 -0.8 1.5 1.1

文教厚生施設用地 0.1 0.2 0.0 -0.1 0.0 0.2 0.5 -3.1 1.5 -4.5 0.3

公的施設用地 0.0 -0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -0.7 0.0 -0.8

運輸施設用地 2.0 -0.1 0.1 0.0 0.8 0.9 1.2 3.0 0.3 0.5 1.1

道路用地 6.4 56.8 13.0 11.8 6.9 11.5 19.8 14.8 110.2 17.8 20.5

農林漁業施設用地 -29.8 -1,995.1 -253.6 -122.1 -15.3 -25.8 -214.0 -136.4 -5,073.2 -408.7 -305.3

公共空地 -3.9 -8.8 -0.6 -0.3 -0.9 -0.4 -1.7 0.9 305.7 2.7 -1.6

その他の空地 2.1 4.8 10.8 3.0 21.9 18.5 2.9 17.6 -312.3 8.2 14.6

その他 -0.3 -0.8 1.0 -0.1 -0.6 0.4 -0.8 -2.8 -8.9 -1.5 0.2
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設区

大

原湯
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建

８ 

平

建築物用途

５年間におけ

区域周辺で変

大字別に見る

湯地区、川原

ます。 

料：「都市計画基

建築物用途 

平成 24 年 

途現況 

ける本町の建

変化が見られ

ると、北軽井

原畑地区で専

基礎調査 G-1b 建

 

―

建築物用途の

れます。主に

井沢地区を除

専用住宅が減

建築物用途現況

― 20 ―

の変化をみる

に、代替地へ

除く地区で農

減少しており

況図」（平成 24 年

― 

ると、土地利

への建築物移

農林漁業施設

り、北軽井沢

年 12 月、長野原

利用と同様

移転が多く見

設が減少して

沢での商業施

原町） 

に、八ッ場

見られます

ており、ま

施設の減少

場ダム建

す。 

また、川

少が目立
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料：「都市計画基

平成 19 年

基礎調査 G-1b 建

 

年 

―

建築物用途現況

― 21 ―

況図」（平成 19 年

― 

年、長野原町）



 

平

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料

 

平成 24 年建

料：「都市計画基

建築物用途現

基礎調査 G-1b 建

―

現況結果の内

建築物用途現況

 

― 22 ―

内、以下に、

況図」（平成 24 年

― 

、特徴的な地

年 12 月、長野原

地域の詳細図

原町） 

図を示します。 
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【平成 19 年から平成 24 年における大字別用途別建築物棟数差表】 

単位：棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「都市計画基礎調査 G-1a 建築物用途現況調書」（平成 19 年、長野原町） 

資料：「都市計画基礎調査 G-1a 建築物用途現況調書」（平成 24 年 12 月、長野原町） 

  

羽根尾 応桑 横壁 古森 川原湯 川原畑 大津 長野原 北軽井沢 与喜屋 林

専用住宅 109 357 42 71 -29 -40 421 107 778 134 68

共同住宅 -5 0 0 1 -5 0 -7 -13 -1 -4 2

商業併用住宅 -2 -9 0 -2 -3 -8 5 -4 4 3 -5

業務併用住宅 -2 0 -5 0 0 -1 1 -2 27 1 -4

工業併用住宅 0 3 0 0 -1 1 -4 2 0 -5 1

商業施設 -2 -13 0 2 -5 1 -5 -17 -43 -4 -6

業務施設 -3 19 -11 -2 -2 0 1 -6 44 6 2

公共公益施設 0 5 -1 0 4 4 4 16 -1 9 -8

文教厚生施設 -3 0 3 -1 5 2 12 -2 13 -8 14

宿泊施設 0 -44 0 -1 -7 0 0 0 34 0 0

娯楽施設 0 -1 0 0 0 0 -1 0 -3 -1 0

遊戯施設 0 0 0 0 0 0 0 -2 -20 1 0

工業施設Ａ 0 -7 0 2 -4 3 -1 8 -10 -7 0

工業施設Ｂ 2 1 0 0 0 0 0 -5 4 5 0

運輸施設 41 128 3 23 8 8 73 47 262 55 23

農林漁業施設 -62 -196 -53 -44 -46 -18 -290 -79 19 -112 -121

供給処理施設 3 6 1 -4 2 5 2 11 -6 5 5

その他 0 33 25 26 18 11 -1 -11 89 -4 12



 

 

昭

この

き地

よ

 

 

 

資料

昭和 49 年に

の時期にある

地が目立つよ

よって、景観

料：「長野原町史

商店街 

における本町

る程度形成さ

ようになって

観計画におい

史 上巻」（昭和

―

町の主な商店

されたと考え

てきました。

いて、街並み

和 51 年３月、長

― 24 ―

店街を示しま

えられますが

 

みの保存、整

長野原町） 

― 

ます。現在の

が、産業動向

整備等を講

の町の中心

向に合わせて

じる必要があ

長野原町

北軽井沢

となる商業

て、空き店

あります。

町商店街配

[昭和 47 年

沢商店街配

[昭和 47 年

業地は、

店舗や空

 

配置図

年頃]

配置図

年頃]



― 25 ― 

 

川原湯温泉街配置図

[昭和 49 年頃]

 

資料：「長野原町史 上巻」（昭和 51 年３月、長野原町） 

  



 

 

観

が、

間を

ま

て多

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料

 

観

９ 

1,200

1,400

600

400

200

0

1,000

800

観光 

観光動向をみ

平成 15 年

を推移してい

また、平成 2

多くの人が訪

：「市町村別月別

：「市町村別月別

観光動向 

平成9年 平成10年

1,267 1,235

みると、平成

年に約半分ま

います。 

23 年を月別

訪れているこ

別観光客数推計表

別観光客数推計表

 

平成11年平成12年

1,120

1,222

―

成９年～平成

まで減少し、

別でみると、

ことがわかり

表」（平成 23 年、

表」（平成 23 年、

平成13年平成14年平

1,224 1,219

― 26 ―

成 14 年まで

平成 23 年

「８月」の

ります。 

、群馬県） 

、群馬県） 

平成15年平成16年平

741

605

― 

で 1,000,0

年まで、70

233,500

平成17年平成18年平

584 589

000（人）

00,000～5

（人）が最

平成19年平成20年平

581

702

を超えてい

500,000（

高で、避暑

単位

平成21年平成22年平

638 612

ました

（人）の

暑地とし

位：千人

平成23年

576



 

 

本

八

地区

 

観光

資

本町の観光状

八ッ場ダム建

区（八ッ場ダ

光状況① 町

資料：長野原町

状況は、川原

建設により川

ダム地区）と

 

町全体 

町パンフレット「

―

原湯地区と北

川原湯温泉は

と北軽井沢地

「ながのはらを歩

― 27 ―

北軽井沢地区

は移転となり

地区が中心で

歩きたい！」

― 

区が中心にな

りますが、本

です。 

なっています

本町の観光

す。 

は変わらずず川原湯



 

 

北

が対

 

資

観

北軽井沢地区

対外的にアピ

資料：「北軽井沢

観光状況② 

区では、「鬼押

ピールされて

沢観光協会ＨＰ」

北軽井沢地

―

押出し」、「旧

ています。

 

」（http://www.

地区 

― 28 ―

旧草軽電鉄」

kita-karuizaw

― 

」、「桜岩地蔵

a.jp/） 

蔵」、「浅間大大滝」、「浅間間牧場」



 

 

道

を見

（台

ま

292

れま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

資

道路交通セン

見ると、国道

台）、長野原バ

また、観光地

2 号線では

ます。 

自動車交通流

基本区間

番号

10560 一般

10570 一般

10570 一般

10580 一般

10580 一般

10650 一般

10660 一般

10660 一般

10670 一般

10920 一般

61930 大笹

63700 長野

資料：道路交通

ンサスによる

道 145 号線

バイパスで

地となる北軽

は、6,000（

 

流動 

路線名

般国道１４５号

般国道１４５号

般国道１４５号

般国道１４５号

般国道１４５号

般国道１４５号（長野原

般国道１４６号

般国道１４６号

般国道１４６号

般国道２９２号

笹北軽井沢線

野原草津口停車場線

通センサス（平成

―

る本町の周辺

線の東部は、

は、7,000

軽井沢への国

（台）をこえ

昼間12

動車類

（台/1

原バイパス

成 23 年 12 月、群

― 29 ―

辺の幹線道路

9,000（台

0（台）をこ

国道 14６号

えており、本

時間自

交通量

12時）

昼夜率

昼間

ピー

（台

6,126 1.2

5,119 1.3

5,119 1.3

9,116 1.2

9,116 1.2

7,051 1.2

3,427 1.3

3,427 1.3

3,405 1.3

6,356 1.3

1,723 1.3

6,815 1.3

群馬県） 

― 

路交通量（昼

台）をこえて

こえています

号線では、

本町から観光

間12時間

ーク比率

台/時）

昼間12時間

大型車混入

（％）

9.8 13.

10.3 6.

10.3 6.

10.6 13.

10.6 13.

10.1 17.

10.2 12.

10.2 12.

10.8 7.

10.2 7.

11.0 11.

9.9 20.

昼間 12 時間

ており、市街

す。 

3,000（台

光地への通過

間

率 混雑度

9 0.6 40

3 0.6 36

3 0.6 39

3 1.2 38

3 1.2 41

4 0.6 48

1 0.4 48

1 0.4 54

3 0.4 50

0 0.7 47

3 0.3 43

7 0.8 38

昼間12時

間自動車類交

街地では、5

台）、草津へ

過交通が見

0.7 39.8

6.9 39.8

9.4 20.5

8.8 43.0

1.9 42.5

8.5 54.1

8.2 50.8

4.8 52.4

0.8 47.2

7.5 48.7

3.8 42.7

8.5 27.4

時間平均旅行速度

（㎞/時）

交通量）

5,000

の国道

見受けら



 

 

長

生

乗車

ま

 

 

 

 

 

資

長野原草津口

生活及び観光

車人員の減少

また、観光入

年　次

2005年度

2006年度

2007年度

2008年度

2009年度

2010年度

2011年度

駅乗車人員

資料：「JR 東日本

口駅及び川原

光の両面で利

少に繋がって

入込客数の減

 

長野原草津
1日平均乗車

員 

本ＨＰ」（http:/

―

原湯温泉駅の

利用されてい

ていると考え

減少も理由と

津口駅
車人員

川
1日

850

832

792

794

743

691

645

//www.jreast.c

― 30 ―

の乗車人員は

いる両駅は、

えられます。

と考えられま

（

川原湯温泉駅
日平均乗車人員

5

4

4

4

4

3

2

co.jp/passenge

― 

は、減少傾向

、通学として

。 

ます。 

 

人）

員

52

46

45

40

40

32

24

r/index.html）

向にあります

て利用する年

 

す。 

年少人口の減減少が、



 

 

長

ま

 

 

 

10 歴史文化 

長野原におけ

また、以下の

文化財 

ける天然記念

の図の茶色で

 

―

念物、史跡な

で示したよう

― 31 ―

などの文化財

うに、遺跡が

― 

財は以下のよ

が数多く発掘

ように分布

掘されていま

しています

ます。 

す。 



 

 

城

や川

ま

りえ

こ

す。

 

 

 

資料

 

長

城址は、その

川を見渡すこ

また、緑地、

えるし、人々

このような景

 

料：「長野原町史

長野原城址 

の性格から、

ことができま

河川、岩場

々の心象風景

景観資源は、

柳沢城址

羽尾城址

史 上巻」（昭和

 

―

山頂や尾根

ます。 

場が分布して

景の要素にも

開発や土石

址 

址 

和 51 年３月、長野

― 32 ―

根に立地する

ていることが

もなりえます

石の採掘等は

 

 

野原町） 

― 

ることから、

が多いため、

す。 

は規制するこ

、その場所

、周辺からの

ことが望ま

丸岩城址

長野原城址

を視点場と

の遠景要素

しいと考え

址 

址 

して町

素にもな

えられま



 

 

入

1,20

住

つく

現

て印

建造

 

 

 

[王

資料

開

入植は、昭和

00(ha)、内

住民は、村つ

くる。」を原典

現在、この開

印象深いもの

造物に対する

入

農業

王鍬用水土

料：「長野原町史

開拓・入植 

和２１年から

内耕地７００

つくり五原則

典とし、前

開けた農地と

のとなってい

る高さ制限、

入植当時の開

業構造改善実

土地改良区

史 上巻」（昭和

―

ら昭和２４年

０(ha)にのぼ

則「草をつく

述の厳しい

と浅間の眺望

います。した

ゴミ・廃棄

開拓地 

実施地区 

（昭和 38 年

和 51 年３月、長野

― 33 ―

年の３カ年が

ぼります。

くり。牛をつ

い自然と闘い

望が織りなす

たがって、農地

棄物の規制誘

 

 

年）]

野原町）

― 

が主であり、

つくり。土を

い、共存して

す景観は、町

地を中心とす

誘導が望ま

入植

開墾

、述べ総数

をつくり。村

てきたといえ

町民だけでな

する土地利用

しいと思われ

植当時の開

墾の歴史（概

１９３戸、

村をつくり

えます。 

なく観光客

用の適正な

れます。 

開拓村 

概略） 

 

総面積

。人を

客にとっ

な誘導、



 

 

浅

が下

事務

こ

観光

する

 

 

資料

浅

浅間牧場は、

下り、同年、

務取扱に起用

この牧場風景

光客にとって

る高さ制限や

料：「長野原町史

浅間牧場 

被服や洋服

北白川宮殿

用する辞令が

景と浅間の眺

て魅力的な景

や、ゴミ・廃

現在

史 上巻」（昭和

―

服の需要の高

殿下より、黒

が下りました

眺望が織りな

景観になって

廃棄物の規制

の浅間牧場

牧

和 51 年３月、長野

― 34 ―

高まりに応じ

黒厳有哉（応

た。 

なす景観は、

ています。し

制誘導が望ま

場 

牧場払下げ

野原町）、「長野

― 

じて、明治十

応桑村・第十

、北軽井沢地

したがって、

ましいと思わ

げ面積 

野原町パンフレッ

十五年借地牧

十二、十四代

地区と同様

、牧場及び周

われます。 

昭和 51

ット」

牧場設置願

代長野原町

に町民だけ

周辺の建造

年の浅間牧

願い許可

町長）が

けでなく

造物に対

牧場 

 



 

 

大

が誕

そ

多数

こ

大規

 

 

 

 

資料

 

大学村は、法

誕生し、193

その後、開村

数の人々が村

この大学村の

規模な開発の

開村

旧

料：「大学村 50 年

大学村 

法政大学の松

30 年には、

村 10 周年を

村民になり、

の景観は、歴

の規制誘導、

村初期の法政

旧大学村倶

年史」（昭和 55

 

―

松室致学長に

第 3 区が

を迎えたころ

大学村組合

歴史のある別

木竹の伐採

政大学村 

倶楽部 

年６月、社団法

― 35 ―

により 192

が開発され、

ろ、法政大学

合と組織変更

別荘地として

採の制限が望

 

 

法人北軽井沢大学

― 

8 年に第１

法政大学村

学の同僚だけ

更をし、現在

て本町に根付

望ましいと思

旧

学村組合） 

区の開発を

村の輪郭がほ

けでなく、各

在にいたりま

付いています

思われます。

旧軽井沢駅

旧法政大学地

を行い、法政

ほぼ整いまし

各種の職業

ます。 

す。したが

。 

駅 

地図 

政大学村

した。 

業にある

がって、



 

 

本

峠の

現

町

の保

ミ・

 

 

資料

 

 

本町には、道

の計８つあり

現在、須賀尾

町への玄関口

保全や土地利

廃棄物の規

料：「長野原町の

峠 

道陸神峠、久

り全てが山並

尾峠、万騎峠

口となる峠は

利用の適正な

規制誘導が望

の民俗」（昭和 63

 

―

久森峠、川原

並みの線上に

峠、栗平峠、

は、観光客の

な誘導、建造

望ましいと思

峠と橋

3 年３月、長野原

― 36 ―

原湯峠、燕峠

にあります。

二度上峠の

の第一印象と

造物に対する

思われます。

橋（都丸十

原町） 

― 

峠、須賀尾峠

。 

の４つが通行

となります。

る高さ制限、

。 

九一図）

峠、万騎峠、

行できます。

。そのため、

、屋外広告物

、栗平峠、

。 

、周囲の自

物の規制誘

二度上

然景観

誘導、ゴ



 

 

本

訪神

現

こ

が必

 

 

 

資料

 

 

本町には、数

神社、長野原

現在では、八

これらの神社

必要になりま

川原湯

諏訪神

料：「長野原町の

神 社 

数社の神社が

原諏訪神社に

八ッ場ダム建

社は、芸能行

ます。 

湯神社（川原

神社（長野

の民俗」（昭和 63

 

―

があり、川原

において神楽

建設により移

行事を含め、

原湯地区）

野原地区）

3 年３月、長野原

― 37 ―

原湯神社、王

楽や獅子舞の

移転を行なっ

本町の古く

 

 

 

 

原町） 

― 

王城山神社、

の奉納も行わ

っている神社

くからの景観

王城

養蚕神

、与喜屋養蚕

われています

社も数社あ

観として、保

山神社（林

神社（与喜屋

蚕神社、羽

す。 

ります。 

保全してい

林地区） 

屋地区） 

羽根尾諏

いくこと



 

 

川

原諏

こ

す。

 

 

 

資料

 

 

川原訪神社、

諏訪神社にお

これらの芸能

 

国常立

王城

料：「長野原町の

芸 能 

王城山神社

おいて獅子舞

能行事は本町

立命の舞（

城神社神楽殿

の民俗」（昭和 63

 

―

社、与喜屋養

舞が行われて

町の古くから

（川原湯）

殿（林） 

3 年３月、長野原

― 38 ―

養蚕神社では

ています。

らの景観とし

 

 

原町） 

― 

は神楽が行わ

して、保全

岩戸さ

獅子舞

われ、羽根尾

していくこ

さんの舞（与

（諏訪神社拝

尾諏訪神社

とが必要に

与喜屋） 

拝殿の間）

社、長野

になりま

 



 

 

本

こ

 

 

資料

 

 

伝

本町の伝統行

これらの行事

百八灯（

料：「長野原町の

伝統行事 

行事に川原畑

事は、心象風

（川原畑） 

の民俗」（昭和 63

 

―

畑の百八灯、

風景として保

 

3 年３月、長野原

― 39 ―

林のだんご

保全していく

湯

原町） 

― 

ご相撲、川原湯

くことが必要

湯かけ祭り

湯の湯かけ祭

要になります

（川原湯）

祭りがあり

す。 

 

ます。 



２－２

 

 

わ

まち

総

その

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【

 

 

 

 

 

 

１ 

総

２ 上位・

上位計画 

わたしたちの

ち 長野原」

総合計画は、

の実現に向け

長野原づくり

総合計画【平

関連計画の

の長野原未来

です。 

長野原づく

けた施策の体

の３つの視点

 

平成 18 年３

―

の整理 

来計画におけ

りの３つの

体系などを示

点】          

３月】 
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ける将来像は

の視点・将来

示した基本計

        

― 

は「自然と人

来像・基本目標

計画で構成さ

     

人が輝きあ

標などを示

されています

【長野原町の将

うエコ・ハ

した基本構

す。 

将来像】 

ハートな

構想と、
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【基本目標】 

「新たなまちづくりの基本目標」では、「環境の保全と創造」「観光・リゾートの振興」

「計画的な土地利用の推進」「八ッ場ダム関連地域整備の推進」が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新たなまちづくりの基本目標】  
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【施策体系】 

施策を見ると、「美しい景観づくりの推進」において、景観への取り組みが示されてい

ます。 

また、「観光・リゾート資源の充実」「PR 活動の強化」「土地利用関連計画の策定及び

見直し・総合調整」「適正な土地利用への誘導」「代替地のまちづくりの支援」など景観

への支援についても示されています。 

  

基本計画【施策の体系】



 

 

都

来都

現

つい

 

 

 

都市

都市マスター

都市像を示し

現在では、八

いては、新し

市マスタープ

ープランでは

し、まちづく

八ッ場ダム建

しい方針のあ

プラン【平成

―

は、現況の特

くり方針とそ

建設に伴い住

あり方につい

 

成 17 年３月
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特性と課題か

その実現に向

住居の代替地

いて考える必

月】

― 

から、都市づ

向けての考え

地への移転が

必要がありま

づくりの目標

え方を示して

が進んでい

ます。 

標である４

ています。

るため東部

つの将

 

部地区に
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【都市環境保全・形成方針】 

八ッ場ダム建設に関係する「川原湯沿線」等は、緑の復元や代替えに努めるとともに

地域景観を整備、保全する必要があります。 

「長野原草津口駅周辺」「群馬大津駅周辺」「羽根尾駅周辺」は、国道 145 号線及び

JR 吾妻線が通過しており、既存の市街地や住宅地における、居住環境の保全が必要と

考えられます。 

「応桑周辺」「周遊・回遊ルート」は、本町の特徴的な農地景観、高原景観や浅間山の

眺望景観を保全する必要があります。 

「北軽井沢周辺」は、景勝地などの自然景観の他に歴史的な観光地でもあるため、そ

れらの景観を整備、保全する必要があります。 
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【重点的に整備すべき地区における将来像実現に向けての考え方】 

「八ッ場ダム事業関連地区」については、代替地として新たな居住エリアとなるため、

土地利用の誘導や大規模工作物の規制誘導が必要となります。 

「新川原湯駅周辺」については、新たな温泉街の玄関口となるため、温泉街の景観に

調和した色彩・形態意匠とする必要があります。 
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「長野原草津口駅周辺」「国道 145 号・国道 145 号バイパス沿道及び町役場周辺」

については、本町の玄関口となるところであり、「まちの顔」として、店舗・事業所・住

宅地が調和した快適な景観づくりを行う必要があります。 

「国道 146 号と県道大笹北軽井沢線交差部周辺」については、観光の要所となる場

所であるため、自然景観の保全とともに開発の規制誘導を行う必要があります。 

  



 

 

現

多く

土

住宅

よ

 

２ 

農

年次

平成
（ 現

平成
（ 目

増

関連計画 

現況における

くなっていま

土地利用にお

宅地は約 3（

よって、森林

農業振興地域

区分
次 実　数

成23年
現 在 ）

1,994.9

成32年
目 標 ）

1,970.0

増 減 △ 24.9

農用地

る土地利用は

ます。 

おける目標は

（ha）増加す

林・原野等の

 

域整備計画

比率 実　数

18.7 21.3

18.4 27.6

9 6.3

地 農業用施設

―

は、森林・原

は、農用地の

する構想にな

の自然の増加

農業振興

【平成 24

比率 実　数

3 0.2 7,209.2

6 0.3 7,222.0

3 12.8

設用地 森林・原
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原野の 7,20

のみが約 25

なっていま

加・保全など

興地域・農用地

年】 

比率 実　数

67.7 157.3

67.8 160.7

3.4

原野 住宅地

― 

09.2（ha）

（ha）の減少

す。 

どを考えてい

地区域図 

比率 実　数

1.4 7.0

1.5 9.0

2.0

工業用地地

）が最も多

少、森林・原野

いく必要があ

比率 実　数 比

0.1 1,265.0

0.1 1,265.4

0.4

地 その他

く、次に農

野は約 13（

あります。

比率 実　数 比

11.9 10,654.7

11.9 10,654.7

計

単位：ｈａ

農用地が

（ha）、

 

比率

100

100

、％
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資料

 

景観類型

農業振興地

本町の農用

どの地理的要

南部では、

料：「農業振興地

に用いたデ

地域整備計

用地区域を表

要因から平地

平地が広が

地域整備計画 農

―

データ 

画 

表すと以下の

地が限られる

がっているた

農用地区域」（平
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の区域となり

るため、農用

ため広い範囲

平成 24 年、長野

― 

ります。吾妻

用地区域は狭

囲で農用地区

野原町） 

妻川沿いの北

狭い区域のみ

区域となって

北部では、

みとなってい

ています。

渓谷な

います。 

 



 

 

伐

公

つい

本

て、

ます

 

森林

伐採、造林、

公益的機能別

いてまとめら

本町の森林・

景観要素と

す。 

林整備（変更

保育その他

別施業森林の

られています

原野の面積

として森林を

 

更）計画【平

―

他の森林の整

の区域や、計

す。 

積は 7,209.2

を考えた場合

平成 24 年
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整備に関する

計画期間内に

2（ha）で

合、森林の保

4 月】

― 

る計画が記載

に間伐を実施

総面積の約

保育、間伐な

載されていま

施する必要の

６８％を占

などを適正

ます。 

のある森林

占めています

に行う必要

林などに

す。よっ

要があり
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国

し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料

 

景観類型

森林整備計

本町の国有

国有林は、北

しており、主

料：「森林整備計

に用いたデ

計画 

有林及び保安

北部に分布し

主に南部に分

計画 概要図」（

 

―

データ 

安林、他法令

しており、保

分布していま

（平成 20 年 4 月、
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令による森林

保安林、他法

ます。 

、長野原町）

― 

林の区域を表

法令による森

表すと以下の

森林は、北部

の区域となり

部の数カ所

ります。

所に点在



 

 

北

シン

な活

北

外広

【

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【

【

 

 

北軽

北軽井沢コン

ンボルマーク

活動を行って

北軽井沢地区

広告物の検討

【地域情報誌

 

 

 

 

 

 

ロゴマーク】

 
 
 
 
 
 
 

【観光案内板】

軽井沢コンソ

ンソーシアム

ク）の作成や

ています。 

区では、同協

討にあわせて

「きたかる」】 

  

 

 

ソーシアム協

―

ム協議会では

や観光案内板

協議会にて検

て、調整をは

 

協議会 
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は、活力ある

板の設置、情

検討したロゴ

はかる必要が

― 

る地域づくり

情報誌の発行

ゴマークや観

があります。

りを進めるた

行やＨＰの立

観光案内板な

。 

ため、商標（

立ち上げな

などについ

（ロゴ・

など様々

いて、屋



 

 

平

全体

ま

し、

 

浅間

平成２１年度

体を道の駅に

また、平成２

Ａ班では「

 

間・白根・志

資料

度に行われた

にしようとい

２２年度の地

「手つかずの

 

志賀 さわや

：「平成 21 年度 

―

た魅力づくり

いう案が出ま

地域回遊型ワ

の自然」、Ｂ

やか街道（日

魅力づくりワー

資料：平
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りワークショ

ました。 

ワークショッ

班では「北

日本風景街道

ークショップ（

平成 22 年度 地域

― 

ョップでは、

ップでは北軽

北軽駅」が第

道）

第二回）」（群馬

域回遊型ワーク

、活力づく

軽井沢のＢ

第１位になり

馬県） 

ショップ（第三

りとして北

ｅｓｔ１０

りました。 

三回） 

北軽井沢

“道の

北軽井沢

を作成

「町全体」

の駅” 
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第３章 景観資源調査 
 

３－１ 景観資源調査 

本町の景観資源を以下の表のように分類します。 

これまでの分析結果から、分類１では「自然」「観光」を取り入れました。 

また、景観における心象風景も重要な要素になることから「歴史」も取り入れました。 

分類結果は、ＧＩＳ（地理情報システム）において、地図（位置）データ化してある

ので、これまでの分析結果とあわせて複合的な分析を行うことが必要です。 

結果を次ページ以降に示します。 

 

 

 

 

 

 

  

分類Ⅰ 分類Ⅱ 点 線 面

自　　然 農地 ○
水系（河川・滝・ため池・湧水・
小川等） ○ ○ ○

山 ○

動植物 ○

国立公園 ○

温泉 ○
歴史文化
的資源等

文化財、史跡、歴史上の道 ○ ○ ○
神社、仏閣、城跡、教会、石碑、
道祖神 ○

祭り ○

伝統芸能 ○

象徴的な樹木 ○

生活 集落 ○

道路（幹線道路、農道、林道） ○

峠 ○

観光 観光施設 ○

観光地 ○ ○

公共施設 ○

公園・広場・運動施設 ○ ○

分
野
別
の
分
類

業務、文
教、施設

等

構造別の分類
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３－２ 景観資源一覧 

（１）自然景観資源 

自然景観資源では、浅間山を筆頭に菅峰、王城山などの活火山があり、その噴火で形

成された景観が数多く残されているという特徴があります。 
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分類Ａ 分類Ｂ

山 王城山

丸岩

馬見塚

菅峰

鷹繋山

浅間隠山

駒髪山

天丸山

日妻山

鼻曲山

動植物 かたくりの里

国立公園 上信越高原国立公園

温泉 川原湯温泉

景観因子
名称 指定区分

分類Ａ 分類Ｂ

自然 吾妻川

久森沢川

白砂川

熊川

地蔵川

片蓋川

遅沢川

小宿川

赤川

八ツ場沢

打越沢

大沢

不動沢

折の沢

白岩沢

東沢

かぱら沢

山根沢

中村沢

深沢

小倉沢

駒倉沢

深沢

御堂入沢

寺沢

赤羽根沢

長井沢

北沢

小菅沢

胡桃沢

小滝沢

堀切沢川

小矢沢

空色沢

白糸の滝

不動の滝

仙峨滝

不動の滝

槌谷の滝

古瀧

魚止めの滝

浅間大滝

相生の滝

狩宿湧水

栗平湧水

応桑用水

ハイロン湖

景観因子
名称 指定区分

水系（河川・滝・ため池・
湧水・小川等）
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（２）歴史文化的資源等景観資源 

歴史文化的資源等景観資源では、浅間山や菅峰の噴火によって残された遺跡や神社仏

閣が多く分布しています。そこでは、伝統芸能や祭りが開催されるという特徴がありま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



― 57 ― 

 

 

  

分類Ａ 分類Ｂ

祭り 湯かけ祭り

養蚕神社のお祭り

長野原神社の春祭り

北軽井沢高原まつり

伝統芸能 川原畑の百八灯

川原湯の神楽

林の神楽

与喜屋の神楽

羽根尾の獅子舞

長野原の獅子舞

林のだんご相撲

象徴的な樹木 王城山神社の神杉 町指定天然記念物

大津のヒイラギ 町指定天然記念物

御塚霊園境内のイタヤカエデ 町指定天然記念物

横壁諏訪神社のオオケヤキ 町指定天然記念物

景観因子
名称 指定区分

分類Ａ 分類Ｂ

川原畑の宝篋印塔 町指定重要文化財

仙峩滝不動堂の宝塔 町指定重要文化財

外輪原の宝塔 町指定重要文化財

六里ヶ原道しるべ丁杭式観音 町指定重要文化財

六里ヶ原道しるべ基点観音 町指定重要文化財

勘場木石器時代住居跡 県指定史跡

朝比奈三郎義秀の墓 県指定史跡

林のお塚 町指定史跡

海野長門守の墓 町指定史跡

羽根尾城跡 町指定史跡

長野原城跡 町指定史跡

桜岩地蔵尊 町指定史跡

狩宿関所跡

瓦塔・板碑 町指定重要文化財

満州開拓記念碑

分去茶屋（下の分去れ）

双体道祖神

芭蕉の句碑

常林寺の梵鐘 町指定重要文化財

吾妻峡 国指定名勝

川原湯岩脈（臥龍岩・昇龍岩） 国指定天然記念物

神社、仏閣 川原畑諏訪神社

諏訪大明神

川原湯神社

横壁諏訪神社

王城山神社

長野原諏訪神社

大津神明宮

羽根尾諏訪神社

与喜屋養蚕神社

応桑諏訪神社

狩宿諏訪神社

小宿神明宮

牧の宮神社

勝沼稲荷神社

天狗岩神社

稲荷神社

琴平神社

栗平浅間神社

聖天神社

浅間神社

三峯神社

小代神社

稲荷大明神

三峯神社

雲林寺

常林寺

宗泉寺

不動堂

瑠璃光薬師堂

草木原観音堂

景観因子
名称 指定区分

歴史文化
的資源等

文化財、史跡、
　　　　　歴史上の道
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（３）生活景観資源 

生活景観資源では、見晴らしの良い「二度上げ峠」をはじめ、４つの峠があります。

また、国道 144 号・145 号・146 号の３つの国道が結節しているという特徴があり

ます。 
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分類Ａ 分類Ｂ

生活 道路 国道145号線

国道145号線バイパス

国道144号線

国道146号線

国道292号線

国道406号線

主要地方道長野原・倉渕線

県道林岩下線

県道川原湯・川原湯停車場線

県道林長野原線

県道嬬恋・応桑線

県道大笹・北軽井沢線

峠 二度上峠

栗平峠

万騎峠

須賀尾峠

景観因子
名称 指定区分
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（４）観光景観資源 

観光景観資源は、主に北軽井沢に多く分布しており、キャンプ場・ゴルフ場などがあ

ります。 

また、別荘地として大学村・一匡邑の２ヶ所があります。 
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分類Ａ 分類Ｂ

観光施設 北軽井沢ミュージックホール

鬼押出し浅間園

ふれあい館（北軽井沢観光協会）

北軽井沢ふれあい広場

浅間酒蔵観光センター

旧草軽電鉄北軽井沢駅舎

みるく村

浅間牧場

浅間火山レース場跡

軽井沢オートキャンプ場

くるみの森キャンプ場

オートキャンプきたかる

スウィートグラス

浅間園キャンプ場

軽井沢高原ゴルフ倶楽部

太平洋クラブ軽井沢ゴルフ場

プレジデントカントリー倶楽部

軽井沢スノーパーク

軽井沢スカイパーク

景観因子
名称 指定区分
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（５）業務、文教施設等景観資源 

業務、文教施設等景観資源は、北部の地域に多く分布しています。 
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分類Ａ 分類Ｂ

公共施設 長野原町役場

山村開発センター

やんば館

公園・広場・運動施設 町民広場

総合運動場

景観因子
名称 指定区分

業務、文
教施設等
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３－３ 景観資源総括図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


